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研究要旨 本分担研究では、当院 AYAがん患者支援チームのモデル作成を試みることを目的とし

ている。引き続きキャンサーボード等で院内職員へ啓発し、院内リソースのみでは AYAがん患者

への対応は困難な妊孕性に関する援助について、愛媛県がん・生殖医療ネットワーク(EON)との

連携と地域妊孕性温存ネットワーク会議を開催している。愛媛がんサポートおれんじの会代表の

松本陽子さんに患者視点からの課題を講演していただき、今後は患者会との交流を進めていく方

向を確認した。 

共同研究者（50 音順） 

中瀬浩一（愛媛県立中央病院血液腫瘍科） 
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青儀健二郎（四国がんセンター乳腺外科） 

A. 研究目的

がん診療拠点病院の整備要綱の「思春期と若

年成人（Adolescent and Young Adult; AYA）世

代）にあるがん患者については治療、就学、就

労、生殖機能等に関する状況や希望について確

認し、必要に応じて、対応できる医療機関やが

ん相談支援センターに紹介すること。」に関し

て、当院の実態を検討し、AYA 支援チームのモ

デル作成を試みる。 

B. 研究方法

1．当院の AYA 世代がんを含む全がん患者の問

題点を調査するため、スクリーニングシートを

利用して悩みのスクリーニングを行う。  

2．院内職員向けに AYA 世代がんの問題に関す

る啓発を行うために研修会を行う。 

3．当院を含む愛媛県内のネットワーク形成を

試みる。 

C. 研究結果

1．国立がん研究センターのスクリーニングシ

ートを元に、当院の緩和ケアチームで独自の汎

用スクリーニングシートを作成し、当院の入院

がん患者全てに実施した。しかし、スクリーニ

ングシートのみではあまり要望の記載はなく、

AYA がん患者のニーズを把握するには不十分で

あった。 

2．啓発活動：キャンサーボードで AYA がん患者

の症例検討を行って問題を共有した。2020年 10

月 27 日に院内職員向けに「AYA 世代がん患者支

援研修会」を開催し(資料 1 参照)、県内の妊孕

性温存ネットワークとの連携および患者会と

の情報交換と交流についての情報提供の機会

を設けた。 

3．AYA 世代対応ネットワーク・妊孕性ネットワ

ーク事業を昨年に続き継続して、四国がんセン

ター、愛媛大学、その他愛媛県内の AYA がんを

治療している病院とネットワークを維持して
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いる。 

①第 3 回ネットワーク会議を Web 会議で開催

（2021年 2月 5 日; 資料 2 参照）。2020年 3 月

にも実施予定であったが新型コロナ感染症流

行のため延期となった。 

D. 考察

AYA がん患者のニーズの把握には、単なるス

クリーニングシートの収集のみでは不十分と

考えられ、積極的に AYA がん患者と面談して、

ニーズを引き出す必要性があると考えられた。

また当院では対応できない妊孕性に関する援

助について愛媛県がん・生殖医療ネットワーク

(EON)の運用が開始となり、今後県内での連携

が進むことが期待される。一方、まだがん治療

を優先する傾向も強く、AYA がん患者への妊孕

性に関する情報提供は不十分であることも明

らかとなった。 

今後、がん患者のこども支援など院内リソー

スのみでの対応は困難なものについて、愛媛県

内で地域ネットワークを形成することを目標

に、病院間の連携を継続・発展させる必要性が

ある。 

E. 結論

当院の AYAがん患者のスクリーニングを始め

ニーズの把握に務めるとともに、院内リソース

の活用と県内でのネットワーク形成が不可欠

である。 

F. 健康危険情報

なし
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